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 事業概要 

詳細シミュレーションによる現象理解とモデリングにより設計に適用可能な燃焼器解析技術を取得
する. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/basic/numerical/comb/index.html 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

当該分野で世界と肩を並べる研究を実施するために必要な計算機資源はスパコンでしか得られない. 
 

 今年度の成果 

 捩れ乱流境界層は, 燃焼器内だけではなく機体周りの流れ解析でもキー現象である. 本研究では, 
せん断駆動捩れ乱流境界層の直接数値シミュレーション(DNS)を, この系で世界最高レイノルズ数
Reθ=900 までのレイノルズ数に対して実施した. Reθ=900 の計算では, 所要格子数として約 15 億点
を用いた. 図 1 は, Reθ=900 における乱流構造を可視化した結果であるが, スパン方向の壁面速度が
大きくなると, 捩れ乱流境界層内に高速(赤)と低速(青)が上下に重なる階層的な乱流渦構造がはっき
り形成されること(白丸で囲んだ部分)が明らかになった.  

 ガスタービンエンジン条件下で, 微粒化後の液滴も解像できる格子密度を用いたクロスフロー型一
次微粒化解析を実施(図 2). 実験による測定が難しかった液柱から液滴への分裂機構の詳細を初めて
確認した.  

 

現象解明とモデリングにもとづく燃焼器解析システムの研究 
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図 θ の の乱流構造 青低速赤高速

図 気液界面分布

成果の公表

招待講演
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図 θ の の乱流構造 青低速赤高速

図 気液界面分布

成果の公表

招待講演
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口頭発表
阿部 浩幸 溝渕 泰寛 松尾 裕一 非線形 εモデルを用いた航空機翼周りの乱流場の予測 第
回流体力学講演会 第 回航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム 年 月 日～ 日
早稲田大学 早稲田キャンパス 国際会議場

南部太介 溝渕泰寛 ガスタービンエンジン燃焼器条件下におけるクロスフロー型燃料微粒化機構
の詳細数値解析 第 回燃焼シンポジウム

ポスター
阿部 浩幸 溝渕 泰寛 松尾 裕一 非線形 εモデルによる 周りの乱流場の予測 日
本機械学会 第 期流体工学部門講演会 講演論文集 年 月 日～ 日 豊橋

利用状況

⚫ 計算情報

プロセス並列手法
スレッド並列手法
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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